














































Identifying community resilience in post-disaster tourism development: 
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Abstract：
Approaches combining natural and social factors in understanding disaster recovery, and valuing community resilience 
for recovering/reducing damage are receiving considerable attention since the1990s; there is a great expectation in such 
approaches not simply to avoid disaster risk but rather to focus on survival strategies to compensate for damages.
The purpose of this study is to examine and clarify the formation of such survival strategies by analyzing the disaster 
reconstruction from the 2010 Mt Merapi eruption, focusing on the sufferer’s strategies to compensate for damages 
through adaptation of the newly formed tourism opportunities. Valuing of community resilience contributing to recovery 

















































































稿で対象とする地域も、火口の南方 4.5 ～ 5.5kmに位置し、
2010 年 10月～ 11月の噴火によって、死者 386 名、倒壊家



































（出典：間中 , 2017, p.219 のデータに基づき、筆者にて作図）
注） 集落の総収入（単位：1,000インドネシア・ルピア）を、被災前・避












































その後、新規加入者は増大し、2017 年 8月現在、30 団
体 650 台以上のジープが存在、少なくとも毎年 20万人以上の
観光客がジ プーツアー を利用するなど活況を呈している（表 1）。
図  2　火口から南方に広がる火砕流・土石流（2010 年
11 月 15 日撮影）
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を回る（ベースキャンプ→ B→ 1→ 2→ 3→ベースキャンプ）。
こうした一般的なル トー（Short Route）以外にも、表 2で
例示している運営団体 DEのように、キナレジョ集落やマリジャ
ン翁の墓などを追加で訪問する、より所要時間の長いル トー












図 3　ジ プーツア にーおける観光ポイント 10）
（出典：筆者により撮影・作図）
表 2　ベースキャンプに事務所を置く運営団体 DE のジ プーツアー










































確認できただけで27 団体 661 台のジープが稼動している。こ
うした拡大の過程は2つの段階に分けられる。まず 2011 ～



















































































図 5　ジ プー運営団体の推移（ジ プーの台数）
（出典：質問票調査より筆者作成）










































































































































































































12）2017 年 8月10日に実施した運営団体 DEの代表者へのインタビュー
より
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